
















はじめに 

本年度は,プレアタッチメント期の母子相互作用の成立に,重要な役割を演ずるクライング

と state との関係をひきつづき検討をおこない,また確立期の母子相互作用は，前年度にひ

きつづき,アタッチメントの発達をとりあげ,今回は家庭児と保育園児の比較をおこなって

いる。さらに,母子の分離自立について，事例的研究を続行している。 

なお,乳幼児保健指導と母子相互作用仮説については,前年度報告した新宿保健所幼児相談

室の10年間の言語遅滞児224名のうち,精神発達質問紙を実施している111名(男児87名,

女児 24 名)について精神発達のパタンと生育児との関係を吟味した。 

ここでは,中間報告として,プレアタッチメント期,確立期の研究の要約を報告し,また言語

発達児の集計結果を資料としてのせる。 


